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Ⅰ　福岡市国民健康保険事業の運営について

１．平成20年度決算見込

平成20年度決算見込表（20年度予算比）

[image: image6.emf]～16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 計
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（１）主な歳出

ア　保険給付費
（医療給付費（療養給付費、療養費、高額療養費）、出産育児一時金、葬祭費等）
・　被保険者数の減や一人あたり医療費の伸びの鈍化により、医療給付費が予算に
対し減少。

[image: image7.wmf]（単位：円）
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【総医療費、医療給付費の推移（一般＋退職）】
　　イ　老人保健拠出金
・　老人保健事務費拠出金の減。
ウ　共同事業拠出金
・　一人あたり医療費の伸びの鈍化等に伴う減。
（２）主な歳入
[image: image8.emf]（単位：千円） （単位：千円） （単位：千円）

２１年度 ２０年度 ２１年度 ２０年度 ２１年度 ２０年度

予算案 当初予算 予算案 当初予算 予算案 当初予算

世帯数（世帯）

207,300 206,200

世帯数（世帯）

207,300 206,200

世帯数（世帯）

100,000 101,700

被保険者数(人） ①

344,400 353,500

被保険者数(人） ①

344,400 353,500

被保険者数(人） ①

124,600 125,900

医 療 給 付 費

81,566,700 85,502,000

後期高齢者支援金等

15,482,600 13,981,100

介 護 納 付 金

5,700,400 5,945,000

その他の保険給付費

1,338,300 1,262,100

諸 支 出 金

26,500 20,900

諸



 



支



 



出



 

金

10,900 10,900

前期高齢者納付金等

49,500 34,300

繰 上 充 用 金

427,600 0

繰 上 充 用 金

635,600 853,600

老人保健拠出金

881,000 5,554,400

合 計 Ａ

15,936,700 14,002,000

合 計 Ａ

6,346,900 6,809,500

共同事業拠出金

18,250,600 17,805,700

国 庫 支 出 金

6,367,800 5,703,800

国 庫 支 出 金

2,361,500 2,866,200

保 健 事 業 費

934,800 765,600

県 支 出 金

819,900 750,700

県 支 出 金

319,100 338,000

諸 支 出 金

68,100 83,300

療養給付費交付金

562,800 389,200

療養給付費交付金

48,700 26,000

繰 上 充 用 金

7,177,100 7,646,200

滞納繰越保険料

427,600 0

滞納繰越保険料

350,100 66,100

予 備 費

826,800 1,301,500

小 計 Ｂ

8,178,100 6,843,700

小 計 Ｂ

3,079,400 3,296,300

合 計 Ａ

111,092,900 119,955,100

一般会計繰入金 Ｃ

1,481,000 1,360,900

一般会計繰入金 Ｃ

556,500 642,600

国 庫 支 出 金

25,809,646 37,794,793

現年分保険料(Ａ-Ｂ-Ｃ)Ｄ

6,277,600 5,797,400

現年分保険料(Ａ-Ｂ-Ｃ)Ｄ

2,711,000 2,870,600

県 支 出 金

4,683,846 5,264,793

合計(Ｂ+Ｃ+Ｄ) Ｅ

15,936,700 14,002,000

合計(Ｂ+Ｃ+Ｄ) Ｅ

6,346,900 6,809,500

前期高齢者交付金

21,052,500 23,107,300

療養給付費交付金

974,200 1,589,200

共同事業交付金

17,798,000 16,660,300

保険給付費返還金等

192,908 282,014

滞納繰越保険料

7,785,600 1,000,000

小 計 Ｂ

78,296,700 85,698,400

一般会計繰入金 Ｃ

13,203,065 13,895,300

特別繰入　

385,735 0

現年分保険料(Ａ-Ｂ-Ｃ)Ｄ

19,207,400 20,361,400

合計(Ｂ+Ｃ+Ｄ) Ｅ

111,092,900 119,955,100

55,771 57,599 18,228 16,400 21,757 22,801

▲ 1,828 1,828 ▲1,044          ▲ 584

後期高齢者支援金等分　（支援分）
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入
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保　険　料　試　算　表
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数

基

数

一般被保険者医療給付費分　（一般医療分）

基

数

前年度との差額



（円）

一人あたり保険料（円）

（Ｄ÷①）



年

額

年

額

前年度との差額（円）

歳

　

　

出

歳

　

　

入



一人あたり保険料（円）

（Ｄ÷①）

73,999

0

年

額

一人あたり保険料（円）

前年度との差額



（円）

（ア） （イ）

経済情勢等に配慮し

特別に繰入を追加



医療分＋支援分((ア)＋(イ))の

保険料据置

３８５,７３５千円

（ウ）

（ア）＋（イ） 医療分＋支援分

95,756

▲ 1,044

年

額

一人あたり保険料（円）

前年度との差額



（円）

医療分＋支援分＋介護分 （ア）＋（イ）＋（ウ）

据　置

引下げ

ア　保険料（医療分＋支援分＋介護分）
・　現年度分保険料収納率低下

制度改正により、収納率の高い75歳以上の被保険者が後期高齢者医療制度へ移行した影響により、全体の収納率が低下。　
【収納率】
[image: image9.emf]当初予算 決算見込 差

被保険者数

人

346,995 356,111 360,846 361,027 363,200 357,000 ▲ 6,200

伸び率(%)

- 2.63 1.33 0.05 0.60 ▲ 1.12

円

244,796 259,498 267,875 283,379 293,248 284,204 ▲ 9,044

伸び率(%)

- 6.01 3.23 5.79 3.48 0.29

総医療費

億円

849 924 967 1,023 1,065 1,015 ▲ 50

伸び率(%)

- 8.79 4.60 5.84 4.11 ▲ 0.83

医療給付費

億円

686 746 790 851 906 852 ▲ 54

伸び率(%)

- 8.84 5.89 7.69 6.40 0.07

一人あたり医療費

20年度

19年度 16年度 17年度 18年度


・　滞納繰越保険料収納率向上
滞納整理体制の充実

滞納整理係の設置（平成19年度～）

滞納整理指導嘱託員の設置（平成20年度～）
[image: image10.emf]【例】自己負担限度額の区分が一般の場合



44,400円

44,400円

44,400円

後期高齢者

医療制度



6月 7月

国民健康保険



改正前

改正後

75歳年齢到達日

4月 5月

4月 5月

国民健康保険

後期高齢者

医療制度



6月 7月

75歳年齢到達日



44,400円 44,400円

88,800円



自己負担限度額

44,400円

自己負担限度額

44,400円

自己負担限度額

22,200円

自己負担限度額

44,400円

自己負担限度額

44,400円

自己負担限度額

22,200円

自己負担限度額

44,400円

自己負担限度額

44,400円

財政局税務部との徴収連携（平成20年度～）
イ　医療給付費等にかかる関連歳入

・　国・県支出金の医療給付費の減に伴う減
（繰上充用金補填財源（収支調整財源）▲７６億円を含む）

・　前期高齢者交付金
　係数の変更に伴う減　231億円　→　208億円
[image: image11.emf]16年度 17年度 18年度 19年度

20年度

(決算見込)

歳　入 111,010 115,784 127,296 140,106 131,286

歳　出 115,944 121,779 133,557 148,391 139,526

収支差 ▲ 4,934 ▲ 5,995 ▲ 6,261 ▲ 8,285 ▲ 8,240

単年度収支 ▲ 539 ▲ 1,061 ▲ 266 ▲ 2,024 45

[image: image12.emf]日　時: 平成２１年１月２１日（水）　　

午後５時　～　午後６時30分（予定）

場　所: 天神ビル11階　11号会議室

平　成　２０　年　度　　　第 ２ 回

福岡市国民健康保険運営協議会



会議資料

[image: image13.emf]19年度 20年度 差

75歳未満 85.05% 86.00% 0.95%

75歳以上 98.23%

合計 88.02% 86.00% ▲2.02%


[image: image14.emf]【高額医療・高額介護合算制度における自己負担限度額】

※（　）は制度創設初年度の自己負担限度額
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上位所得者 ６７万円（８９万円）

低所得者Ⅰ

一　　　　般 ５６万円（７５万円）

低所得者Ⅱ ３１万円（４１万円）

１９万円（２５万円）

上位所得者

一　　　　般

住民税非課税世帯

７０歳未満

１２６万円(１６８万円）

６７万円（８９万円）

３４万円（４５万円）
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【医療給付費に対する関連歳入（イメージ）】
　
（３）収支

ア　平成20年度末決算見込
・　収支差引約82億円の不足額が発生。
【収支の推移】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
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収納率


[image: image17.emf]（単位：千円）

当初予算 決算見込 差

35,797,672 30,220,900 28,919,245 ▲ 1,301,655

収納率(%) 88.02 90.25 86.00

1,058,693 1,106,900 1,180,683 73,783

収納率(%) 10.81 11.36 11.89

滞納繰越分計

20年度

現年度分計

19年度
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35.7万人



１.2万人



２０年度会計

　　２１年度

　　１９年度

後期高齢者医療制度へ

65歳未満

65歳以上

前期高齢者（4月～）

65歳未満

34.5万人（月平均）

6.7万人


[image: image19.emf]①一般被保険者医療給付費分（一般医療分）

科 目 予算現額(A) 決算見込(B) 差引増減(B-A) 科 目 予算現額(C) 決算見込(D) 差引増減(D-C)

保険料

21,361,400      19,949,761      ▲1,411,639     

保険給付費

85,435,089      80,003,354      ▲5,431,735     

国庫支出金

37,794,793      26,425,368      ▲11,369,425    前期高齢者納付金 34,300            18,815            ▲15,485         

県 支 出 金

5,264,793       4,694,128       ▲570,665         老人保健拠出金 5,554,400       5,045,507       ▲508,893       

前期高齢者交付金

23,107,300      20,760,684      ▲2,346,616      共同事業拠出金 17,805,700      16,711,510      ▲1,094,190     

療養給付費交付金

1,589,200       1,538,667       ▲50,533         

保健事業費

845,300          792,818          ▲52,482         

共同事業交付金 16,660,300      16,263,731      ▲396,569        

諸 支 出 金

160,282          160,282          -                     

保険給付費返還金等

282,014          282,014          -                     

繰上充用金

7,646,200       7,472,281       ▲173,919       

一般会計繰入金

13,895,300      13,113,154      ▲782,146         予備費 1,158,176       -                    ▲1,158,176     

合 計 119,955,100    103,027,507    ▲16,927,593    合 計 118,639,447    110,204,567    ▲8,434,880     

決算額収支 103,027,507   

―

110,204,567      ＝ ▲7,177,060   

②退職被保険者等医療給付費分（退職者医療分）

保険料

1,232,300       2,037,141       804,841           

保険給付費

6,389,211       6,368,766       ▲20,445         

療養給付費交付金

3,887,000       4,334,384       447,384           

諸支出金

31,959            31,959            -                     

保険給付費返還金

29,200            29,200            -                      予備費 55,168            -                    ▲55,168         

合 計 5,148,500       6,400,725       1,252,225          合 計 6,476,338       6,400,725       ▲75,613         

決算額収支 6,400,725      

―

6,400,725          ＝ 0

③後期高齢者支援金等分（支援分）

保険料

5,797,400 5,391,726 ▲405,674         後期高齢者支援金 13,981,100 13,973,768 ▲7,332           

国 庫 支 出 金 5,703,800 5,710,000 6,200               

諸支出金

300 300 -                     

県 支 出 金

750,700 744,459 ▲6,241           

繰上充用金

-                    -                    -                     

療養給付費交付金

389,200 370,939 ▲18,261         

一般会計繰入金

1,360,900 1,329,434 ▲31,466         

合 計 14,002,000 13,546,558      ▲455,442         合 計 13,981,400 13,974,068      ▲7,332           

決算額収支 13,546,558     

―

13,974,068        ＝ ▲427,510     

④介護納付金分（介護分）

保険料

2,936,700       2,721,300       ▲215,400        

介護納付金

5,945,000       5,901,139       ▲43,861         

国 庫 支 出 金 2,866,200       2,340,423       ▲525,777        

諸支出金

19,315            19,315            -                     

県 支 出 金

338,000          322,731          ▲15,269         

繰上充用金

853,600          812,908          ▲40,692         

療養給付費交付金

26,000            57,503            31,503             

一般会計繰入金

642,600          655,900          13,300             

合 計 6,809,500       6,097,857       ▲711,643         合 計 6,817,915       6,733,362       ▲84,553         

決算額収支 6,097,857      

―

6,733,362          ＝ ▲635,505     

⑤事   務   費

県支出金

136,890          136,890          -                     

報         酬

330,224          330,224          -                     

その他の収入

72,943            72,943            -                     

給   与   費

1,094,500       1,094,500       -                     

一般会計繰入金 2,003,785       2,003,685       ▲100              

事   務   費

788,794          788,794          -                     

予   備   費 100                -                    ▲100              

合 計 2,213,618       2,213,518       ▲100               合 計 2,213,618       2,213,518       ▲100              

決算額収支 2,213,518      

―

2,213,518          ＝ 0

⑥合　    　計

歳入合計

148,128,718    131,286,165    ▲16,387,111   

歳出合計

148,128,718    139,526,240    ▲8,602,478     

決算額収支 131,286,165   

―

139,526,240      ＝ ▲8,240,075   

歳　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　出

                      (単位：千円)


[image: image20.emf]①一般被保険者医療給付費分（一般医療分）

（単位：千円）

２１年度 ２０年度 ２１年度 ２０年度

予算案(A) 当初予算(B) 予算案(C) 当初予算(D)

19,207,400 20,361,400

▲

1,154,000

保 険 給 付 費

82,905,000 86,764,100

▲

3,859,100

滞納繰越保険料

7,785,600 1,000,000 6,785,600

前期高齢者納付金等

49,500 34,300 15,200

25,809,646 37,794,793

▲

11,985,147

老人保健拠出金

881,000 5,554,400

▲

4,673,400

4,683,846 5,264,793

▲

580,947

共同事業拠出金

18,250,600 17,805,700 444,900

21,052,500 23,107,300

▲

2,054,800

保 健 事 業 費

934,800 765,600 169,200

974,200 1,589,200

▲

615,000

諸 支 出 金

68,100 83,300

▲

15,200

17,798,000 16,660,300 1,137,700

繰 上 充 用 金

7,177,100 7,646,200

▲

469,100

192,908 282,014

▲

89,106

予 備 費

826,800 1,301,500

▲

474,700

13,588,800 13,895,300

▲

306,500

111,092,900 119,955,100

▲

8,862,200

合 計

111,092,900 119,955,100

▲

8,862,200

②退職被保険者等医療給付費分（退職者医療分）

1,231,300 1,191,500 39,800

保 険 給 付 費

4,245,900 5,060,200

▲

814,300

滞納繰越保険料

29,000 40,800

▲

11,800

諸 支 出 金

14,900 12,300 2,600

3,025,000 3,887,000

▲

862,000

予 備 費

42,300 76,000

▲

33,700

17,800 29,200

▲

11,400

4,303,100 5,148,500

▲

845,400

合 計

4,303,100 5,148,500

▲

845,400

③後期高齢者支援金等分（支援分）

6,277,600 5,797,400 480,200

後期高齢者支援金等

15,482,600 13,981,100 1,501,500

滞納繰越保険料

427,600 -                 427,600

諸 支 出 金

26,500 20,900 5,600

6,367,800 5,703,800 664,000

繰 上 充 用 金

427,600 -                 427,600

819,900 750,700 69,200

療養給付費交付金

562,800 389,200 173,600

一般会計繰入金

1,481,000 1,360,900 120,100

合 計

15,936,700 14,002,000 1,934,700

合 計

15,936,700 14,002,000 1,934,700

④介護納付金分（介護分）

2,711,000 2,870,600

▲

159,600

介 護 納 付 金

5,700,400 5,945,000

▲

244,600

滞納繰越保険料

350,100 66,100 284,000

諸 支 出 金

10,900 10,900 -              

2,361,500 2,866,200

▲

504,700

繰 上 充 用 金

635,600 853,600

▲

218,000

319,100 338,000

▲

18,900

療養給付費交付金

48,700 26,000 22,700

一般会計繰入金

556,500 642,600

▲

86,100

合 計

6,346,900 6,809,500

▲

462,600

合 計

6,346,900 6,809,500

▲

462,600

⑤事   務   費

県 支 出 金

135,610 136,890

▲

1,280

報 酬

335,871 330,224 5,647

その他の収入

80,789 72,943 7,846

給 与 費

1,094,500 1,094,500 -              

一般会計繰入金

1,990,071 2,003,785

▲

13,714

事 務 費

775,999 788,794

▲

12,795

予 備 費

100 100 -              

合 計

2,206,470 2,213,618

▲

7,148

合 計

2,206,470 2,213,618

▲

7,148

⑥合　    　計

歳 入 合 計

139,886,070 148,128,718

▲

8,242,648

歳 出 合 計

139,886,070 148,128,718

▲

8,242,648

県 支 出 金

前期高齢者交付金

差引増減

現年度保険料

国 庫 支 出 金

現年度保険料

療養給付費交付金

合 計

保険給付費返還金

療養給付費交付金

保険給付費返還金等

共同事業交付金

現年度保険料

平成21年度　国民健康保険事業予算案

合 計

歳 出

差引増減

科 目

（C） - (D)

一般会計繰入金

歳 入

科 目

(A) - (B)

国 庫 支 出 金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

県 支 出 金

現年度保険料



イ　赤字の主な要因
①収納率の低迷（現年度分）
[image: image21.emf]２１年度

予算案 当初予算 決算見込

214,200 212,700 214,400 1,500

（ 0.71）

▲ 200

（ ▲ 0.09）

一 般

207,300 206,200 207,900 1,100

（ 0.53）

▲ 600

（ ▲ 0.29）

退 職

6,900 6,500 6,500 400

（ 6.15）

400

（ 6.15）

357,400 363,200 357,000 ▲ 5,800

（ ▲ 1.60）

400

（ 0.11）

一 般

344,400 353,500 344,700 ▲ 9,100

（ ▲ 2.57）

▲ 300

（ ▲ 0.09）

退 職

13,000 9,700 12,300 3,300

（ 34.02）

700

（ 5.69）

( 再 掲 )

前期高齢者

89,200 - 88,200 -

（ -）

1,000

（ 1.13）

105,327,470 106,507,527 101,460,794 ▲ 1,180,057

（ ▲ 1.11）

3,866,676

（ 3.81）

一 般

100,558,568 100,274,497 94,774,910 284,071

（ 0.28）

5,783,658

（ 6.10）

退 職

4,768,902 6,233,030 6,685,884 ▲ 1,464,128

（▲ 23.49）

▲ 1,916,982

（▲ 28.67）

( 再 掲 )

前期高齢者

48,389,579 - 41,921,613 -

（ -）

6,467,966

（ 15.43）

294,705 293,248 284,204 1,457

（ 0.50）

10,501

（ 3.69）

一 般

291,982 290,805 280,504 1,177

（ 0.40）

11,478

（ 4.09）

退 職

366,839 382,278 358,645 ▲ 15,439

（ ▲ 4.04）

8,194

（ 2.28）

( 再 掲 )

前期高齢者

542,484 - 475,302 -

（ -）

67,182

（ 14.13）

100,000 101,700 101,600 ▲ 1,700

（ ▲ 1.67）

▲ 1,600

（ ▲ 1.57）

124,600 125,900 126,900 ▲ 1,300

（ ▲ 1.03） ▲ 2,300（ ▲ 1.81）

※前期高齢者の医療費、一人あたり医療費は、２０年４月～２１年２月診療分（11ヶ月間）の数値。

※一般、退職別の一人あたり医療費について、２０年度は、制度移行後となる２０年４月～２１年２月診療

分（11ヶ月間）の医療費により算出し、年換算した。

国　民　健　康　保　険　事　業　基　数

差引増減（伸び率％）

対 予 算 対決算見込

※医療費は、３月～翌年２月診療分に相当するため、２０年度は、旧制度（２０年３月診療分）および新制

度（２０年４月～２１年２月診療分）が混在する。

介

護

２０　年　度

被

保

険

者

数

（

人

）

被保険者数

世 帯

全 体

全 体

区　　　　　　分

一

人

当

た

り

医

療

費

（

円

）

医

療

費

（

千

円

）

世

帯

数

（

世

帯

）

全 体

全 体


②国庫支出金の減額の影響
・　収納率が90％未満の場合、財政調整交付金が減額される。
（単位：百万円）

（４）赤字の解消について

・　20度決算において見込まれる約82億円の累積赤字については、医療制度改革の影響が平年度化する21年度に赤字解消計画を策定し、その解消を図る。
２．平成21年度予算について




· 会計年度の医療費は、３～２月診療分となっており、２０年度の医療給付費は、制度改正前後のものが混在している。

　保険料算定の基となる歳出・歳入について　
（１）主な歳出

ア．医療給付費（一般被保険者分）
・　過去の実績および２０年９月診療分までの医療費をもとに算出。
一人あたり医療費　　　被保険者数　　　　　　　医療費 　　　　　　医療給付費
　 ２９１,９８２円　  ×　　３４４,４００人　　＝　　 １,００６億円　 　　　　　　８１６億円

イ．老人保健拠出金　　　　　※平成20年3月末で制度廃止
・　平成21年度予算は平成19年度の精算分（H19.3～H20.2月診療分）を計上。
・　国より示される係数をもとに見込額を計上。
ウ．共同事業拠出金

・　共同事業（保険財政共同安定化事業、高額医療費共同事業）
→県内全ての市町村(保険者)が拠出して構成する財源により費用負担を調整。
・　福岡県国民健康保険団体連合会が算定する保険者ごとの拠出金見込額を計上。
エ．保健事業費

・　特定健診・特定保健指導：実施計画に基づく委託費の増を見込み予算を計上。
・　はりきゅう費助成　　　：過去の受療実績をもとに算出。
オ．後期高齢者支援金等分
・　国より示される一人あたり負担見込額等をもとに見込額を計上。
・　平成20年度予算は11ヶ月分（H20.4～H21.2月診療分）
→　平成21年度予算より平年化12ヶ月分（H21.3～H22.2月診療分）　
カ．介護納付金
・　国により示される第2号被保険者一人あたり負担額等をもとに見込額を計上。
　　　　　・　概算納付金額は年々増加しているが、前々年度の精算にかかる納付金額の調整の結果、対前年度比で減少する見込みである。
（２）主な歳入
ア．医療給付費等に対する関連歳入

・　国・県支出金
医療給付費等の歳出に対し、基準に基づき見込額を計上。
・　前期高齢者交付金
国より示される平成21年度の前期高齢者の給付費見込等の係数をもとに見込額を計上。
イ．共同事業交付金
・　福岡県国民健康保険団体連合会が算定する保険者ごとの交付金見込額を計上。
ウ．一般会計繰入金

・　一般会計の財政状況が厳しさを増す中、経済情勢や国保の財政状況を考慮し、保険料を据え置くため、特別に繰入を追加。
◎総額　１７６億円

【一般会計からの特別繰入について】


◎一人あたり繰入額
４９,２９１円（２０年度同額）

法　定
２８,９２２円（  ▲７０６円）

法定外
２０,３６９円（  ＋７０６円）









３．一人あたり保険料及び賦課限度額について
　　（諮問内容）
①一人あたり保険料　　医療給付費分    　 　　年額　　５５,７７１円（1,828円引下げ）
①一人当たり保険料　　後期高齢者支援金等分   年額　　１８,２２８円（1,828円引上げ）
①一人当たり保険料　　介護納付金分　　　 　　年額　　２１,７５７円（1,044円引下げ）

②賦課限度額           医療給付費分      　　 年額  ４７０,０００円（据置）
②賦課限度額           後期高齢者支援金等分　 年額　１２０,０００円（据置）

②賦課限度額           介護納付金分　　　 　　年額  １００,０００円（10,000円引上げ）
≪参考≫

【保険料率及び一人あたり保険料】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※介護納付金分については、40歳以上65歳未満の介護2号被保険者について算定される

[image: image22.emf]２１年度

予算案 当初予算 決算見込

（人）

344,400 353,500 344,700▲ 9,100（ ▲ 2.57） ▲ 300（ ▲ 0.09）

（円）

291,982 290,805 280,504 1,177（ 0.40） 11,478（ 4.09）

（億円）

1,006 1,003 948 3（ 0.28） 58（ 6.10）

（億円）

816 855 788 ▲ 39（ ▲ 4.60） 28（ 3.50）

※一人あたり医療費について、２０年度は、制度移行後となる２０年４月～２１年２月診療分

（11ヶ月間）の医療費により算出し、年換算した。

被保険者数

一人あたり医療費

総 医 療 費

医療給付費

対 予 算 対決算見込

差引増減（伸び率％） ２０年度


■平成21年度の均等割額・世帯割額について

均等割額と世帯割額については、保険料総額の30%を被保険者数で、20%を世帯数で按分して算出される。（所得割は、保険料総額の50%を加入者の所得で按分する。）

　　




■介護納付金分の賦課限度額改正について

・　保険料については、給付に対する保険料の負担が過度なものとならないように政令により上限が定められている。各市町村はこの政令に定められている額を上限に条例で賦課限度額を規定することになっている。
・　介護納付金分の賦課限度額については、介護給付費の動向等を考慮し、見直しが行われているところであり、今回、介護納付金の賦課限度額（国民健康保険法施行令第29条の7第4項第9号関係）が9万円から10万円に改正される予定となっている。
・　賦課限度額を引き上げることで、所得割料率が低下し、中間所得世帯の負担軽減を図る効果があるため、本市においては、政令に定める上限を賦課限度額としているところである。

[image: image2]
賦課限度額を高くした場合（A）、所得割保険料率は下がる（仰角が緩やかになる）ため、中間所得者世帯の保険料負担が軽減される。
４．収納率の向上について

（１）目標収納率

　　　後期高齢者医療制度創設の影響により、平成20年度収納率は低下する見込みであるが、平成21年度以降は、区役所の収納体制を充実させ、業務の効率化を図りながら収納率向上の取り組みを実施し、本市策定の財政リニューアルプランに基づき、平成23年度までに収納率を90％へ向上させる。

　　　●収納率1％アップによる増収効果(３億円)

　　　●収納率90％到達により、普通調整交付金カットの解消(効果額６億円)

（２）収納率向上のための対策

①　滞納整理の強化

各区保険年金課に滞納整理嘱託員を採用し業務体制を充実し、滞納処分のさらなる強化を図る。高額滞納などの困難事案については、財政局税務部へ移管し、滞納処分を実施する。

          また、納付相談員を順次増員し、納付相談体制についても充実させる。
【滞納処分状況】

	
	16年度
	17年度
	18年度
	19年度
	20年度(12月末)

	滞納処分件数
	157
	111
	448
	828
	695


②　若年滞納者の納付啓発及び徴収強化　　　　　　　　　　　　　　　　
受診機会が少なく、納付意識が低い若年滞納者に対して、機会ある毎に納付啓発活動を行うとともに、納付資力がありながら滞納を続ける滞納者については、滞納処分を強化する。

【年齢階層別収納率(19年度現年度分)】　　　　　　　　　　（単位：％）

	
	29歳以下
	30歳以上
	40歳以上
	50歳以上
	60歳以上
	70歳以上

	収納率
	61.50
	73.42
	76.91
	82.25
	93.47
	97.94


　　　③　資格証明書交付世帯への接触の強化

　　　　　長期にわたり滞納が続く資格証明書交付世帯への接触の強化を図り、収納率の向上を図るとともに、受診機会の確保を保障する。

【資格証明書交付世帯状況(5月末現在)】　　　　　　（単位：世帯）

	
	16年
	17年
	18年
	19年
	20年(12月末)

	交付世帯数
	17,954
	18,805
	14,510
	12,185
	11,662


④　口座振替の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　口座振替加入率と収納率には強い相関関係があり、加入率向上のための勧奨を強化する。

【口座振替加入状況】 　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

	
	16年度
	17年度
	18年度
	19年度
	20年度(12月末)


	口座加入率
	54.29
	52.44
	52.19
	51.90
	44.45


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５．特定健診・特定保健指導について

(１)目的

健康と長寿を確保するため、各医療保険者は、糖尿病等の生活習慣病に関する健康診査及び保健指導を実施し、市民の健康づくりを支援する。
(２)福岡市国民健康保険特定健康診査等実施計画

	区　　分
	20年度
	21年度
	22年度
	23年度
	24年度

	健診受診率
	２０％
	３０％
	４０％
	５０％
	６５％


　　この他に、特定保健指導は実施率45％、メタボリックシンドローム該当者、予備群の減少率10％を24年度の目標としている。
(３)本市での実施内容

ア　実施時期：平成20年5月19日開始（受診券送付も20年５月～）
イ　対 象 者：年度内に40～74歳になる国民健康保険被保険者
ウ　実施機関：各区保健福祉センター、市健康づくりセンター、委託医療機関

エ　本人負担：500円（市民税非課税世帯の方、70歳以上の方は無料）

オ　19年度までの基本健康診査との主な変更点
・　実施主体：市（努力目標）　→　国保保険者（義務）

・　評　　価：事業実施量評価に加えて、結果評価を行う。
・　健診項目の見直し（腹囲計測の追加等）

・　リスクに応じた保健指導の実施（保健師等による面接・電話相談など）

(４)20年度実施状況

健診対象者数21万人　実施率20%で42千人が目標。

　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

	区　　分
	５月
	６月
	７月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	計

	健　　診
	６９４
	３,０３４
	２,７８１
	１,６９３
	２,２５７
	３,３５１
	２,７１８
	１,９２６
	１８,４５４

	累積受診率
	０.３％
	１.８％
	３.１％
	３.９％
	５.０％
	６.６％
	７.９％
	８.８％
	８.８％


(５)20年度受診率向上のための取組

ア　全市的な広報啓発の実施
・　ポスター、チラシ、新聞、テレビ、地下鉄電照広告、各区健康フェアとの連携等による広報啓発活動。

　　　・　21年1月9日に特定健診推進応援団を発足。

参加団体：各保険者、医師会、企業、大学、NPO等113団体

目　　的：特定健診受診に向け市民全体で機運を盛り上げ、保険者として受診率の向上を図る。また、参加団体の今後の連携強化を図るもの。

発 足 式：500人を超える参加者を集め、講演会等を開催した。

イ　個々の被保険者への対応

・　健診対象者へ受診券を送付し、受診を案内。

　　　・　健診未受診者へコールセンターからの案内（H20.10～　）

ウ　受診しやすい環境の整備

　　　・　健康づくりセンターによる日曜日の健診実施

・　商店街等への出前健診（集団健診）の実施

(６)今後の取組
ア　全市的な広報啓発の実施

　　　・　ポスター、チラシ、新聞、テレビ、地下鉄電照広告、各区健康フェアとの連携等による広報啓発活動

・　特定健診推進応援団発足を契機とした福岡市医師会、各医療保険者等との連携。（市民に身近な医療機関でのポスター掲示など。）

イ　個々の被保険者への対応

　　　・　健診未受診者へコールセンターからの案内強化

・　福岡市医師会との連携により、市民に身近な医療機関で受診しやすい環境づくりを推進する。

・　食生活改善推進員等の地域の健康づくりの担い手に研修等を通じて制度を御理解いただき、市民への啓発を図る。

ウ　受診しやすい環境の整備

・　受診券制度を見直し、21年度から国民健康保険被保険者証のみで受診可能とし、受診券の喪失等を避けることによって、受診しやすい環境をつくる。

・　健康づくりセンターによる日曜日の健診実施

・　20年度は試行的に実施した商店街等への出前健診（集団健診）の拡充を図る。

６．医療費適正化の取組
(１)レセプト管理システムの導入


 


(２)医療費通知
健康への認識を深めていただくため、年６回、「医療費のお知らせ」を送付

７．制度改正について

（１）70歳から74歳までの高齢者の患者負担について

・　平成22年3月まで2割への引き上げを凍結し１割に据置

　　　※現役並み所得者は現行どおり3割負担

・　現役並み所得者に係る判定について、後期高齢者医療制度に移行した特定同一世帯所得者を含めた基準を創設。
（２）75歳到達月の自己負担限度額の特例について

・　被保険者が75歳に到達し後期高齢者医療制度へ移行する月は，移行前の保険での自己負担額と後期高齢者医療制度での自己負担額をそれぞれ半額に軽減することにより，1ヶ月の自己負担を従前の負担とするもの。

・　実施時期　平成21年1月1日～
　　　
（３）高額医療・高額介護合算制度について

・医療費・介護費の合算額が高額となった世帯に，自己負担限度額を超えた分を支給

・計算対象期間：8月～翌年７月　※20年度については20年4月～21年7月

・受付開始時期：平成21年8月～
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【20年度～】


システム導入：画像・データによるレセプト


管理








一人あたり保険料（予算値）








　　      　《一人あたり保険料の算定方法》


　


　　　　　Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　　　Ｃ　


　　　　歳出額　－　関連歳入　－　一般会計繰入　　
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【19年度まで】


膨大な紙のレセプト：年間約500万枚





208億円の交付金は医療給付費実績に対し、26億円多い状況





係数変更後：医療給付費見込406億円　→　208億円交付


精　算　時：医療給付費見込350億円　→　182億円交付


（22年度）　　　　　　　　　　　　   .（本来の交付額）








・事務的なミスの発見が容易に！


・並べ替え、移送、格納、保管にかかる


労力、経費が大幅に削減！





全　市　人　口








団塊世代


(昭和22～24年生まれ)





７５歳以上は、２０年４月以降、後期高齢者医療制度へ移行















































現　行






































賦課限度額を　９万円とした場合（Ｂ）











賦課限度額を１０万円とした場合（Ａ）





所得金額





保険料
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（歳　入）





（歳　入）





（歳　出）





実質的な収支　　　　95.4億円の赤字


実質的な単年度収支　12.5億円の赤字











≪参考≫年齢階層ごとの本市人口および国保被保険者数








【賦課限度額の違いによる保険料比較】








（条例本則の賦課割合）





22年度に精算


22年度 (返還)


※影響は２分の１の


13億円





前年度からの効果（3ヶ月分）


過誤、再審査　約1,700万円


経費削減効果　約1,300万円


合計　　　　　約1,000万円











≪参考≫国民健康保険の会計期間と制度改正による被保険者の動き








国保被保険者





(副会長)





(会　長)





・　条例本則の算定とした場合に、均等割と世帯割が、増加することになることから、特に低所得世帯の負担が大きくなる。


・　このため、平成20年度と同様、低所得世帯の負担増を抑えるために、平成21年度の医療分と支援分の均等割額と世帯割額の合計額を平成20年度と同額とする。





（平成21年度の均等割と世帯割について）





・　条例本則の算定とした場合に、均等割と世帯割が前年度に比べ、増加することが見込まれた。


・　特に低所得世帯の負担増を抑えるため、平成20年度の医療分と支援分の均等割額と世帯割額の合計額を前年同額となるように、医療分の均等割と世帯割の賦課割合を減少させた。(　均等割・世帯割　約48％、所得割　約52％　)





（平成20年度の均等割と世帯割について）





療養給付費負担金 (34%)


財政調整交付金金 (39%)


県調整交付金金金 (37%)





国・県支出金





均等割（３０）　　世帯割（２０）　　　　　　所得割　（５０）





・単純なミスでも探し出すのに大変な労力


がかかっていた


・並べ替え、移送、格納、保管に相当な


人件費や労力がかかっていた。
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× ５０％





Ｄ


現年分保険料（予算値）





保険料総額(賦課総額)





均等割・世帯割　　　　　　　　　　　　所得割　　　　　 　　　





－





（平成20年度の賦課割合）





前期高齢者交付金





①


被保険者数（予算値）








医療給付費


後期高齢者支援金


介護納付金








PAGE  
13

_1293572913.xls
Sheet1

		【賦課限度額】 フカゲンドガク						（単位：円） タンイエン

						21年度 ネンド		20年度 ネンド

		本市の定める
賦課限度額 ホンシサダフカゲンドガク		（医療分） イリョウブン		470,000		470,000

				（支援分） シエンブン		120,000		120,000

				（介護分） カイゴブン		100,000		90,000

		国が定める
上限額 クニサダジョウゲンガク		（医療分） イリョウブン		470,000		470,000

				（支援分） シエンブン		120,000		120,000

				（介護分） カイゴブン		100,000		90,000






_1293633550.xls
Sheet1

																				（単位：円） タンイエン

		医療給付費分＋後期高齢者支援金等分 イリョウキュウフヒブンコウキコウレイシャシエンキントウブン														介護納付金分 カイゴノウフキンブン

		区分 クブン		21年度 ネンド				20年度 ネンド				対前年 タイゼンネン				21年度 ネンド		20年度 ネンド		対前年 タイゼンネン

		被保険者
均等割額 ヒホケンシャタモツトウワリガク		28,735		21,432		28,735		22,187		-				8,623		9,001		▲ 378

						(医療分） イリョウブン				(医療分） イリョウブン

						7,303				6,548

						（支援分） シエンブン				（支援分） シエンブン

		世帯別
平等割額 ヨオビベツヒラトウワリガク		33,217		24,825		33,217		25,450		-				7,163		7,429		▲ 266

						(医療分） イリョウブン				(医療分） イリョウブン

						8,392				7,767

						（支援分） シエンブン				（支援分） シエンブン

		所得割料率 ショトクワリリョウリツ		６月確定 ガツカクテイ		(医療分） イリョウブン		9.68%		(医療分） イリョウブン						６月確定 ガツカクテイ		3.40%

						（支援分） シエンブン		2.81%		（支援分） シエンブン

		一人あたり
保険料 ヒトリホケンリョウ		73,999		55,771		73,999		57,599		-				21,757		22,801		▲ 1,044

						(医療分） イリョウブン				(医療分） イリョウブン

						18,228				16,400

						（支援分） シエンブン				（支援分） シエンブン






